
活発な意見交換が行われた

　
山
梨
県
ア
パ
レ
ル
工
業

組
合（
川
手
正
紀
理
事
長
）

は
、
去
る
12
月
22
日
甲
府

市
塩
部
ニ
ュ
ー
芙
蓉
に
お

い
て
、『
日
中
友
好
と
研
修

事
業
の
発
展
を
期
す
る
会
』

を
開
催
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
本
組
合
が
実
施
し

て
い
る
「
外
国
人
研
修
生

共
同
受
入
事
業
」
の
開
設

５
周
年
を
記
念
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
、
中
国
の
送

り
出
し
機
関
を
始
め
、
関

係
機
関
の
代
表
者
、
更
に

は
研
修
生
・
実
習
生（
３
〜

５
期
生
の
54
名
）
全
員
が

出
席
し
行
わ
れ
た
。

　
平
成
16
年
に
第
一
期
生

６
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た「
外
国
人
研
修
生
共
同
受
入
事
業
」は
、今
年
11

月
４
日
に
第
５
期
生
19
名（
７
社
）を
迎
え
た
。

　
全
国
で
も
不
正
行
為
な
ど
様
々
な
問
題
が
あ
る
中
で
、本
組
合
は「
技

能
継
承
た
め
の
労
働
力
確
保
第
一
歩
」
を
目
的
に
掲
げ
、
ア
パ
レ
ル
産

業
発
展
の
た
め
に
技
術
指
導
を
お
こ
な
い
、多
く
の
実
習
生
が
育
っ
て

い
る
。
ま
た
最
近
で
は
、
全
国
で
も
先
進
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

る
な
ど
、本
事
業
を
通
じ
て
多
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。�

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
３
部
形
式
で
行
わ
れ
、
第
１
部
「
開
設
５
周
年

記
念
式
典
」で
は
、（
財
）国
際
研
修
協
力
機
構
の
佐
田
道
明
専
務
理
事
な

ど
、
関
係
機
関
代
表
者
か
ら
激
励

の
言
葉
・
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
他
、

３
〜
５
期
生
の
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表

者
か
ら
日
頃
の
感
謝
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
た
。ま
た
、研
修
生
の
中
か

ら
、
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の

優
秀
者
に
表
彰
状
・
記
念
品
な
ど

が
手
渡
さ
れ
た
。
第
２
部
の
組
合

執
行
部
と
関
係
者
機
関
代
表
者
と

の
意
見
交
換
会
で
は
、「
外
国
人
研

修
生
共
同
受
入
事
業
」に
対
す
る
様
々

な
問
題
に
つ
い
て
情
報
交
換
が
行

わ
れ
た
。
第
３
部
の
出
席
者
全
員

に
よ
る
懇
親
会
パ
ー
テ
ィ
で
会
は

閉
め
く
ら
れ
た
。

研修生・実習生54名

　社会で働く人にはそれぞれ生活の基盤となる家庭や家族があり、男性女性にかかわらずそこで果たすべき

責任を持っており、生き生きと働きその能力を遺憾なく発揮できる職場であるためには、仕事と家庭をバラン

スよく両立できる環境を整えていく必要があると思います。最近よく耳にする「ワーク・ライフ・バランス」は

以上のような考え方であり、時代の流れであります。

　山梨県中央会は、平成19年度に（財）21世紀職業財団より「男性の育児参加促進事業実施事業主」の指定を

受け、本年度まで2年間にわたり男性職員が育児参加しやすい職場風土づくりに向け、職場環境の改善および

意識改革に取り組んで参りました。

　昨年の金融破綻から始まる不況で雇用不安は拡大しております。この不況下だからこそ経営資源としての

ヒトを重視すべきであり、不況を乗り越えるために、就業規則の整備や効率的な人材育成制度を含めた働きや

すい職場風土改革を行うことは、職員の働く意欲、経営効率を高め、ひいては企業の成長となります。また将来

的にもこの働きやすい職場環境は新規人材の企業を選ぶ際のものさしとなってくると考えられます。

　会員の皆様におかれましても業務効率アップと有能な人材確保のために、いきいきと働くことが出来る職

場環境整備に取り組んでみてはいかがでしょうか。

「熱心に傾聴する参加者」

　
昨
年
12
月
、
㈱
タ
ナ
ベ
経
営

よ
り
中
東
和
男
先
生
、
三
浦
保

夫
先
生
を
招
き
、「
儲
け
の
構
造

を
理
解
し
よ
う
」
〜
目
指
せ
!!

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
経
営
　
い

か
に
し
て
利
益
を
生
み
出
す
か

〜
の
テ
ー
マ
で
経
営
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
た
。
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
は
、
平
成
20
年

度
地
域
力
連
携
拠
点

事
業
（
※
1
）
の
中
で
山

梨
県
民
信
用
組
合
と

共
催
で
行
わ
れ
、
６
日

間
県
内
６
会
場
で
述

べ
１
９
５
人
の
会
社

経
営
者
等
の
参
加
を

得
た
。

　
講
演
は
損
益
計
算
書
・

貸
借
対
照
表
の
見
方

を
は
じ
め
、
顧
客
・
取

引
相
手
に
対
し
て
の
営
業
手
法
、
自
社
の

強
み
の
再
認
識
と
発
揮
、
ラ
イ
バ
ル
と
の

差
別
化
、
利
益
の
源
泉
と
し
て
の
コ
ス
ト

の
と
ら
え
方
、
各
種
回
転
率
に
基
づ
く
キ

ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
考
え
方
な
ど
の
内
容

で
あ
り
、
こ
の
不
況
下
を
生
き
抜
く
た
め

に
は
原
点
に
帰
る
こ
と
の
重
要
性
、
お
ろ

そ
か
に
な
り
が
ち
な
経
営
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
、
時
に
厳
し
く
事
例
を
交
え
な
が

ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
。

　
参
加
者
は
非
常
に
熱
心
に
傾
聴
し
て
お

り
、
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
約
２
時

間
と
い
う
講
演
に
対
し
て
一
応
に
満
足
し

て
帰
ら
れ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
た
。

　
中
央
会
で
は
個
企
業
の
様
々
な
経
営
相

談
に
対
応
す
る
た
め
、
今
月
２
月
に
は
第

２
弾
と
し
て
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
県
内
６
カ

所
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

㈱タナベ経営　取締役ネットワーク本部長　
中東和男氏 ※1　平成20年度地域力連携拠点事業：「中小企業元気力アップ事業」中小企業庁・経済産業省委託事業で地域の中小企業が直面するさまざ

　　  まな課題に対して、中央会をはじめ支援機関の連携拠点においてワンストップできめ細やかな経営相談・支援を行うもの。


